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ぼ
く
の
授
業
（
西
洋
美
術
史
）
を
と
っ
た
学
生
た
ち
か
ら
、「

カ
レ
ー
ラ
イ
ス

好
き
」
の
人
間
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
食
堂
で
他
の
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
て

い
る
と
、「

今
日
は
カ
レ
ー
で
は
な
い
の
で
す
か
」
と
よ
く
声
を
か
け
ら
れ
る
し
、

あ
る
時
な
ど
テ
ス
ト
の
最
後
に
自
家
製
カ
レ
ー
を
も
っ
て
き
た
学
生
も
い
た
。
こ

ん
な
こ
と
に
な
る
の
は
、
授
業
中
に
、
美
術
史
と
い
う
も
の
の
論
理
の
比
喩
と
し

て
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
に
つ
い
て
比
較
芸
術
論
的
蘊
蓄
を
傾
け
る
た
め
か
も
し
れ

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
レ
ー
を
好
き
で
は
あ
る
。
と
く
に
、精華


の
食
堂
の
カ
レ

ー
は
、大

さ
じ
三
杯
の
ウ
ィ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
入
れ
る
と
か
な
り
美
味
し
い
。

　

こ
ん
な
カ
レ
ー
グ
ル
メ
に
つ
い
て
話
す
こ
と
は
や
ま
ほ
ど
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ

以
上
に
興
味
が
あ
る
の
が
「
日
本
の
カ
レ
ー
」
の
辿
っ
て
き
た
歴
史
的
変
遷
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
文
化
や
芸
術
で
の
表
現
の
ヒ
ン
ト
が
ふ
ん
だ
ん
に
ち
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
レ
ー
の
歴
史
と
現
在
は
、
日
本
の
芸
術
文
化
の
技
法
へ

の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
だ
。

　

ぼ
く
は
外
国
に
滞
在
す
る
と
き
か
な
ら
ず
固
形
の
カ
レ
ー
ル
ー
を
も
っ
て
い

く
。
自
分
が
食
べ
る
た
め
で
は
な
く
、
外
国
人
と
の
デ
ィ
ナ
ー
で
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
誰
も
が
美
味
し
い
！　

と
感
歎
の
声
を
あ
げ
て
く
れ

る
。
そ
れ
ほ
ど
に
日
本
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
評
価
が
高
い
の
だ
。
そ
れ
は
日
本
の

カ
レ
ー
に
「
本
物
」
の
観
念
が
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。

　

日
本
の
カ
レ
ー
は
初
め
か
ら
皮
肉
な
運
命
を
抱
え
て
い
た
。
幕
末
、
日
本
人
が

最
初
に
出
会
っ
た
カ
レ
ー
が
イ
ン
ド
・
カ
レ
ー
だ
っ
た
と
い
う
の
に
、
日
本
の
カ

レ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
経
由
で
も
た
ら
さ
れ
た
。
明
治
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
カ
レ

ー
は
本
場
の
リ
メ
イ
ク
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
以
降
の
日
本
の
カ
レ
ー
の
発

展
を
み
て
い
る
と
、
こ
の
出
発
点
の
捻
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
の
よ
う
に
思

え
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
経
由
で
入
っ
て
き
た
た
め
、
カ
レ
ー
は
長
く
洋
食
の
部
類
に
入
れ
ら

れ
て
き
た
。
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
洋
画
や
洋
楽
の
よ
う
に
本
当
の
「
洋
」
で
は

な
い
。
あ
く
ま
で
西
洋
化
さ
れ
た
「
洋
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
日
本
の
カ
レ
ー
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
異
国
趣
味
（
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
）

が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
由
来
す
る

の
か
、
カ
レ
ー
と
い
う
ミ
ッ
ク
ス
ス
パ
イ
ス
の
も
つ
原
産
地
の
香
り
の
直
輸
入
な

の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
、
日
本
の
カ
レ
ー
は
最
初
か
ら
無
国
籍
的
な
乱

雑
さ
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
本
物
」
と
い
う
固
定
観
念
を
も
た

な
い
日
本
の
カ
レ
ー
は
、
現
在
の
自
分
を
見
本
と
し
て
変
化
し
て
い
か
ざ
る
を
え

な
い
自
己
成
長
的
な
食
物
な
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
自
己
成
長
は
第
二
次
大
戦
後

の
高
度
成
長
期
に
急
速
な
飛
躍
を
と
げ
る
。
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
か
ら
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

へ
、
洋
食
か
ら
国
民
食
へ
、
そ
し
て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
自
体
も
進
化
し
続
け
る
。

　

こ
う
し
た
日
本
の
カ
レ
ー
の
近
代
史
、
と
い
う
よ
り
日
本
の
カ
レ
ー
が
近
代
そ

の
も
の
な
の
だ
が
、
そ
の
歩
み
は
、
西
洋
に
縛
ら
れ
が
ち
な
近
現
代
日
本
の
芸
術

文
化
の
技
法
に
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
日
本
の
カ
レ
ー

は
何
で
も
ト
ッ
ピ
ン
グで

き
、
そ
の
う
え
美
味
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
目
の

前
に
あ
る
コ
ロ
ッ
ケ
と
唐
揚
げ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
も
そ
う
だ
。

ト
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
他
者
を
包
み
込
み
総
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
者
を
受
け

入
れ
包
み
込
む
こ
と
。
そ
も
そ
も
日
本
の
精
神
風
土
は
そ
う
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
か
。
だ
い
い
ち
カ
レ
ー
自
体
が
他
者
だ
っ
た
の
だ
。
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長
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映
画
上
映
会

「T
H
E
A
T
E
R
 
A
S
S
E
M
B
L
Y

」

「
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ア

ワ
ー
講
演
会
」
に
訪

れ
た
ゲ
ス
ト
講
師
の

映
画
・
映
像
作
品
の

特
別
上
映
会
。
大
島

渚
氏
や
寺
山
修
司
氏

の
作
品
の
ほ
か
、
山

下
敦
弘
氏
や
河
瀬
直
美
氏
ら
の
監
督
自
選
作
も

上
映
さ
れ
、
多
く
の
学
生
が
足
を
運
ん
だ
。

【
日
程
】
10
月
�
�
�

６�

�
日
～
11
日

【
会
場
】
黎
明
館
、
明
窓
館

Ｎ
Ｙ 

Ａ
Ｄ
Ｃ
＆
Ｔ
Ｄ
Ｃ
展

　

長
年
に
わ
た
り
世
界

の
デ
ザ
イ
ン
・
広
告
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
る
、

ふ
た
つ
の
展
覧
会
を
京

都
に
招
致
。
関
連
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
書
体
デ

ザ
イ
ナ
ー
小
林
章
氏
ら 大学


創
立
40
周
年
事
業
レ
ポ
ー
ト

　

１
９
６
８
��

�
�

年
（
昭和

43
年
）
、「

自
由
自
治
・
国
際
主

義
・
人
間
形
成
・
凝
集
教
育
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
、

洛
北
の
地
に
開
学
し
た
京都精華大学





。
自
律
的
に
学

び
自
ら
を
表
現
す
る
こ
と
を
教
育
実
践
の
核
に
据
え
、

「
表
現
の
大学

」
と
し
て
常
に
先
進
的
に
時
代
を
歩
ん

で
き
た
。

　

����




創
立
か
ら
40
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
る
�����





２
０
０
８
�年

度
、「

世
界
を
変
革
す
る
表
現
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
記

念
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
世
界
を
揺
る
が
す
作
品
を

生
み
出
し
て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
思
想
家
を
招
聘

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で京都精華大学






と
コ
ラ
ボ

レ
ー
ト
し
た
一
連
の
記
念
事
業
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

M
A
S
T
E
R
C
R
A
F
T
 

L
O
M
B
A
R
D
I
A
 
E
x
h
i
b
i
t
i
o
n

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア

～ロ

ン
バ
ル
デ
ィ
ア
州 

職
人
工
芸
の
挑
戦
～

　

イ
タ
リ
ア
・

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ

ア
州
の
職
人
工

芸
企
業
と
の
共

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
本
学学

生

の
ア
イ
デ
ア
を

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ

ア
州
で
活
躍
す

る
熟
練
の
職
人
た
ち
が
具
現
化
し
た
、
テ
ー
ブ

ル
ウ
ェ
ア
な
ど
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
や
プ
ロ
ダ
ク

ト
を
展
示
。

【
日
程
】
11
月
22
日
～
12
月
21
日

【
会
場
】東
京 

S
h
i
o
d
o
m
e
i
t
a
l
i
a
 

ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ･

セ
ン
タ
ー

折
元
立
身

“L
i
v
i
n
g
 
T
o
g
e
t
h
e
r
 
i
s
 
A
r
t

”

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
折
元
立
身
氏
に
よ
る
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
と
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
パ
ン
人
間
と
ア
ル
パ
カ
が
出
現
。

講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
多
く
の
学
生

が
参
加
し
「
な
ぜ
表
現
す
る
の
か
」
「
ア
ー
ト
と

は
何
か
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
体
験
を
通

じ
て
受
け
取
っ
た
。

◎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「��������������















パ
ン
人
間
と
ア
ル
パ
カ
が
セ
イ
カ
に

や
っ
て
く
る
�」

【
日
時
】
12
月
�
�
５�
日 

11
時
30
分
〜
15
時

【
場
所
】
キ
ャ
ン
パ
ス
内

◎
講
演
会

【
日
時
】
12
月
�
�
５�
日 

18
時
〜
19
時
30
分

【
会
場
】
黎
明
館

◎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「����




�
�

み
ん
な
の
輪�
」

【
日
時
】
12
月
�
�
６�
日

10
時
〜
13
時

【
会
場
】
悠
々
館
前
広
場

Y
O
K
O
 
O
N
O

L
E
C
T
U
R
E
&
P
E
R
F
O
R
M
A
N
C
E

「P
a
s
s
a
g
e
s
 
f
o
r
 
L
i
g
h
t
 

～
光
の
道
～

」

　

オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
氏
が
歩
い
た
後
に
学
生
が
花

を
ま
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」

の
後
、
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
学
生
と
の
対
話
を
行

っ
た
。
オ
ノ
氏
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
こ
と

が
世
界
を
明
る
く
す
る
、
自
分
が
大
き
な
力
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
ほ
し
い
と
語
り
、

学
生
ら
は
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
聞
き
入
っ
た
。

【
日
程
】
12
月
10
日

【
会
場
】
天
ヶ
池
周
辺
、

黎
明
館
ほ
か
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モ
ー
ド
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

s
h
u
 
u
e
m
u
r
a
/
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メ
イ
ク
ア
ッ
プ
の
世
界
に
革
命
を
起
こ
し
た

と
い
わ
れ
る
シ
ュ
ウ 

ウ
エ
ム
ラ
と
の
共
同
展
示

会
を
建
仁
寺
で
実
施
。
学
生
が
制
作
し
た
フ
ェ

イ
ス
マ
ス
ク
も
展
示
さ
れ
た
。
29
日
の
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
に
も
多
く
の
人
が
足
を
運
び
、「

美
」

に
関
わ
る
も
の
づ
く
り
の
世
界
が
語
ら
れ
た
。

【
日
程
】
11
月
22
日
～
30
日

【
会
場
】
建
仁
寺 

禅
居
庵
（
東
山
区
）

◎
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
美
を
創
る
」

【
日
時
】
11
月
29
日 

17
時
～
18
時
30
分

◎
人
文
学
部
奨
学
生
制
度
の
拡
充

　

２
０
０
９
年
度
、
３
学
科
か
ら
１
学
科
５
コ
ー
ス

制
へ
の
改
組
を
機
に
、
人
文
学
部
の
奨
学
金
制
度
を

拡
充
。
返
還
義
務
の
な
い
給
付
タ
イ
プ
の
奨
学
金
で、


成
績
優
秀
者
に
４
年
間
の
授
業
料
の
約
９
割
（
特
別

奨
学
生
）
ま
た
は
半
額
（
給
付
奨
学
生
）
を
給
付

◎
「
�
�
�
�
�
�

京都精華大学





40
年
史
����




」
���



の
発
行

　

１
９
６
８
����




年
か
ら
の
40
年
を
「
年
表
編
」
と
「
資

料
編
」
に
よ
り
構
成
。
冊
子
・
��

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
�
�
�
�

・
抜粋版



冊
子
の
３
種
を
発
行
予
定

【
発
行
】
�������







２
０
０
９
���



年
��

３
�月
31
日

【
仕
様
】
�
�
�

Ａ
５
�判 

３
６
０
�����





ペ
ー
ジ
程
度

◎
対
談
企
画
：
吉
本
隆
明
×
笠
原
芳
光

　

���



評
論
家･

吉
本
隆
明
氏
と
名
誉
教
授
の
笠
原
芳
光

先
生
に
よ
る
対
談
を
映
像
収
録
（
映
像
の
配
布
方
法
・

時
期
等
は
未
定
）

◎
新
本
館
建
設
事
業

　

�������������












�
���


�
�

老
朽
化
し
て
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
最
古
の
建
物
「
本

館
」
を
40
周
年
事
業
で
建
て
替
え
。
新
し
い
本
館
に

は
、
最
新
の
語
学学

習
施
設
の
他
、
事
務
局
機
能
を

集
約

【
竣
工
予
定
】
�������







２
０
０
９
���



年
��

３
�月

◎
「
40
周
年
記
念
式
典
」

　

創
立
40
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
を
新
し
い
本
館
の
竣
工
披
露
を
兼
ね
て
開
催
。

卒
業
生
に
よ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

予
定

【
日
程
】
２
０
０
９
年
４
月
12
日

【
会
場
】
新
本
館

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
さ
れ
た
。

「��


Ｎ
Ｙ 

Ａ
Ｄ
Ｃ
�������







（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）
展
」 

【
日
程
】
��

�
�
�

９
�
�
�
�

月
�
�
�

６�

�
日
～
28
日

【
会
場
】
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
�
�
�

烏丸「

s

h
i
n
-
b
i

」
ギ
ャ

ラ
リ
ー

「��


Ｎ
Ｙ 

Ｔ
Ｄ
Ｃ
�������







（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

タ
イ
プ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
）
展
」

【
日
程
】
10
月
10
日
～
16
日

【
会
場
】
�
�
�
�
�
�
�
�������







Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
�
�
�������







烏丸�������









１
Ｆ
ア
ト
リ
ウ
ム

大
運
動
会

　

学
生
、
教
員
、
職
員
が
一
堂
に
会
し
た
運
動

会
を
実
施
。

【
日
時
】
10
月
19
日 

10
時
〜
15
時

【
場
所
】
グ
ラ
ウ
ン
ド

B
O
R
E
D
O
M
S

（V

∞R
E
D
O
M
S

）

ラ
イ
ブ

　

���


�
��

�
��

�
����



�
��


国
内
外
で
常
に
斬
新
な
音
楽
活
動
を
精
力
的

に
展
開
す
る
『
ボ
ア
ダ
ム
ス
』
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。
コ
ア
メ
ン
バ
��

ー
�のy

o
s
h
i
m
i

さ
ん
は
本

学
テ
キ
ス
タ
イ
ル
分
野
の
卒
業
生
。
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
と
な
っ
た
体
育
館
は
お
お
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

【
日
時
】
11
月
15
日 

開
演
19
時

【
会
場
】
体
育
館

京都

オ
パ
ー
ル

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

　

�
�
�������






�
�
�
�����





㈱京

セ
ラ
が
開
発
し
た
「京都


オ
パ
ー
ル
」

を
使
用
し
た
装
身
具
等
の
デ
ザ
イ
ン
����




コ
ン
ペ
を

実
施
。
�
�
�����




�
�
������






プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
「京

セ
ラ
美
術
館
」

で
展
示
��������







�
�������







し
た
������





�
�������







。
�����




�
�������







８
����



�
�������







日
に
は
表
彰
式
も
行
わ
れ
た
。

【
会
期
】
12
月
��

�

８
�
�
日
～
19
日

【
会
場
】
京
セ
ラ
美
術
館
（
伏
見
区
）

今
後
の
予
定
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��

９
�月
17
日
、京都精華大学






と
京都大学



と
の

連
携
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
書
に
、
島
本
浣
学

長
と
尾
池
和
夫
京都大学



総
長
（
当
時
）
が
調
印

を
取
り
交
わ
し
た
。
連
携
協
定
の
な
か
に
は
、学


生
同
士
の
交
流
や
広
報
活
動
の
強
化
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

協
定
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、京大


か
ら

の
マ
ン
ガ
制
作
依
頼
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
、京大


に

は
世
界
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
研
究
や
実

績
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
研
究
内
容
を

一
般
の
人
々
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
苦

労
し
て
い
た
。
そ
こ
で
尾
���������









池
��������








総
長
が
注
目
し
た
の

が
、
マ
ン
ガ
の
力
。
マ
ン
ガ
で
の
京大

広
報
誌
が

つ
く
れ
な
い
か
と
�
�
�
�
��

�
�����





本
学
に
�
��

�
�����





相
談
が
舞
い
込
ん
だ
。

　

広
報
誌
の
制
作
に
は
、
両
�
�
�
�
�

大
�
�
�
�

学
の
学
生
21
人
が

携
わ
り
、京大


の
学
生
が
研
究
室
へ
の
取
材
を
担

当
し
、
本
学
の
学
生
が
ス
ト
ー
リ
ー
、
作
画
を
担

当
。
両
学
生
が
協
力
し
合
い
作
り
上
げ
た
。

　

�����������










�
��

�
�
��


協
定
に
あ
た
り
尾
池
総
長
は
「
他
の
大学

と
の

連
携
に
見
な
い
特
徴
と
し
て
、大学


広
報
に
関
す

る
提
携
が
含
ま
れ
て
い

る
。
京都精華大学





が
も

つ
芸
術
系
分
野
に
期
待
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

��

�
��

�
��

�

ま
た
、
島
本
学
長
は
、

「
表
現
と
は
、
世
界
に
伝

え
て
い
く
武
器
。
精華

は

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
核
に
な
り
た
い
と

常
々
考
え
て
い
る
。
マ
ン

ガ
は
、
ど
の
世
代
で
も
理

解
し
や
す
い
表
現
。
大学

に
は
、大学


の
活
動
や

研
究
を
広
く
知
ら
し
め
て
い
く
�
������






責������







務
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

�
�
�
�
��

�
�
�
���������









京都大学



の
会
議
室
で
行
わ
れ
た
合
同
記
者
会

見
に
は
、
制
作
に
当
た
っ
た
学
生
ら
も
同
席
し
、

記
者
か
ら
の
取
材
に
堂
々
と
答
え
て
い
た
。

　

����



�
����



�
�
���


�
�
�
�

冊
子
は
�
�
����



�
�
���


�
�
�
�

１
�
����



�
�
���


�
�
�
�

万
部
発
行
。
非売

品
。
近
畿
を
中心


と
し
た
公
立
・
私
立
高
校
へ
配
ら
れ
て
い
る
。

N E W S

京
都大学


と
の
連
携
協
定
を
締
結

京大

広
報
誌
を
マ
ン
ガ
学
部
生
・
卒
業
生
ら
が
制
作

　

本
学
へ
の
マ
ン
ガ
制
作
依
頼
が
増
加
し
て
い
る
。

か
ね
て
か
ら
依
頼
は
多
か
っ
た
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や
、

評
判
を
聞
い
た
企
業
か
ら
新
た
に
依
頼
を
受
け
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
き
た
。

　

依
頼
主
は
、
官
公
庁
か
ら
一
般
企
業
ま
で
さ
ま
ざ

ま
。
最
近
で
は
、
堀
場
製
作
所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
、

創
業
者
の
生
涯
を
伝
え
る
マ
ン
ガ
本
が
あ
る
。
も
と

も
と
は
京都

市
か
ら
依
頼
さ
れ
た
、京都


の
偉
人
た

ち
を
紹
介
す
る
マ
ン
ガ
本
の
な
か
で、

堀
場
製
作
所

の
創
業
者
を
取
り
上
げ
た
の
が
き
っ
か
け
。
国
内
の

従
業
員
は
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
従
業
員
に
も
創
業
者

の
も
の
づ
く
り
魂
を
伝
え
た
い
と
の
意
向
か
ら
、
今

回
は
日
本
語
版
・
英
語
版
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
薬
物
依
存
症
リ
ハ
ビ
リ
施
設
「
ダ
ル
ク
」

の
啓
発
マ
ン
ガ
、
関
西
経
済
連
合
会
の
取
り
組
み
を

伝
え
る
マ
ン
ガ
な
ど
、
社
会
的
意
義
の
高
い
内
容
の

も
の
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
作
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
マ

ン
ガ
、
カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
な

ど
の
卒
業
生
が
中心

と
な
っ
て
携
わ
っ
て
い
る
。

　

制
作
依
頼
の
窓
口
・
進
行
管
理
を
担
う
事
業
推
進

室
で
は
、「

卒
業
後
も
マ
ン
ガ
や
絵
を
描
き
続
け
て
い

る
卒
業
生
を
起
用
し
て
い
き
た
い
。
社
会
人
と
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

な

ど
、
事
業
推
進

室
の
仕
事
を
通

じ
て
学
ん
で
も

ら
え
れ
ば
」
と

し
て
い
る
。

N E W S

マ
ン
ガ
制
作
依
頼
が
増
加

口
コ
ミ
で
依
頼
が
拡
大

N E W S

京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、入
館
者
50
万
人
を
突
破

外
国
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
国
際
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
の
影
響
で

　

２
０
０
６
年
11
月
25
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
ち
ょ

う
ど
２
年
に
な
る
昨
年
11
月
25
日
、京都


国
際
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
入
館
者
数
が
50
万
人
を
突
破
し

た
。
記
念
す
べ
き
50
万
人
目
の
入
館
者
に
は
養
老
孟

司
館
長
の
直
筆
サ
イ
ン
色
紙
や
、
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
た
。

　

同
館
は
開
館
以
来
、
知
名
度
が
拡
大
。
海
外
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
旅
行
雑
誌
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
数
が
増
加
し
た
。
と
く
に
フ
ラ

ン
ス
か
ら
の
入
館
者
は
２
千
人
を
越
え
て
い
る
。

　

ま
た
、「

少
女
マ
ン
ガ
パ
ワ
ー
」
「
フ
ラ
ン
ス
語
圏

の
マ
ン
ガ　

バ
ン
ド
・
デ
シ
ネ
の
歴
史
と
展
開
」
な

ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
展
や
、
９
月
に
行
わ
れ
た
国

際
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
の
盛
り
上
が
り
も
、
入
館
者
の

伸
び
に
一
役
買
っ
た
。
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各
界
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
文

化
、
芸
術
、
社
会
な
ど
の

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー

マ
で
開
催
し
て
い
る
「
ア

セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ
ー
講
演

会
」
。
前
期
に
続
き
、
後

期
も
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
豪
華
な
顔
ぶ
れ
が
揃

っ
た
。

「
『
呪
い
』
と
『
祝
い
』
」
と
い
う
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
対

談
を
行
っ
た
の
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
思
想
を
専
門
と
す
る

N E W S

ア
セ
ン
ブ
リ
ー
講
演
会

内
田
樹
氏
×
釈
徹
宗
氏
、
鈴
木
康
広
氏
ら
話
題
の
ゲ
ス
ト
が
続
々

N E W S

天
理
市
のI

S
O
1
4
0
0
1

取
得
を
サ
ポ
ー
ト

本
学
人
文
学
部
と
市
の
官
学
協
同
事
業
が
実
る

　

本
学
と
官
学
共
同
で
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
天
理
市
が
、

こ
の
度
、
環
境
管
理
の
国
際
規
格
で
あ
る
「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
を
取
得
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
２
０
０
７
年
７
月
か
ら
、

人
文
学
部
環
境
社
会
学
科
４
年
生
、
服
部
静
枝

ゼ
ミ
の
堀
田
紘
佑
さ
ん
ら
が
環
境
改
善
の
数
値

目
標
づ
く
り
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
進
め
ら
れ

て
き
た
。
11
月
26
日
に
行
わ
れ
た
授
与
式
で
は
、

天
理
市
か
ら
人
文
学
部
長
の
鷲
尾
圭
司
先
生
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

N E W S

建
築
・
新
井
清
一
先
生
が
ロ
シ
ア
の
文
化
勲
章
を
受
章

日
本
人
で
は
初
め
て
の
偉
業

　

デ
ザ
イ
ン
学
部
建
築
学
科
の
新
井
清
一
先
生
が
、

９
月
27
日
、ロ

シ
ア
・
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国

の
文
化
勲
章
「S

a
l
a
v
a
t
 
Y
u
l
a
y
e
v
 
A
w
a
r
d
2
0
0
8

」

を
受
章
し
た
。
こ
の
賞
は
、
芸
術
、
文
化
へ
の
功
労
賞
。

音
楽
家
や
芸
術
家
な
ど
、
文
化
的
活
動
を
通
し
て
ロ

シ
ア
に
貢
献
し
た
者
に
授
与
さ
れ
る
。

　

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
新
井
先
生
が
手
が

け
て
い
る
、
バ
ジ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
に
あ
る
ウ

フ
ァ
市
を
町
ご
と
デ
ザ
イ
ン
す
る
取
り
組
み
。
現
在

も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
行
中で、


国
際
会
議
場

や
競
馬
場
が
建
つ
な
ど
、
着
々
と
新
し
い
町
が
カ
タ

チ
に
な
っ
て
い
る
。
新
井
先
生
は
、「

賞
も
う
れ
し
い

が
、
自
分
が
絵
に
描
い
た
も
の
が
カ
タ
チ
に
な
り
、

実
際
に
使
っ
て
も
ら
え
る
の
が
一
番
の
喜
び
」
と
語

っ
て
い
る
。

内
田
樹
氏
と
宗
教
学
者
の

釈
徹
宗
氏
。
な
ぜ
ネ
ッ
ト

の
書
き
込
み
で
自
殺
に
ま

で
追
い
込
ま
れ
る
の
か
と

い
う
問
い
を
、「

呪
い
」

と
い
う
見
解
か
ら
切
り
込

み
、
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
で
効
力
を
発
揮
す
る

「
呪
い
」
を
防
御
し
て
い

く
必
要
性
を
説
い
た
。

　

ま
た
、
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
鈴
木
康
広
氏
の
講
演
は
、

視
覚
的
刺
激
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、「
ま

ば
た
き
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
」
。
意
図
的
に
も
無
自
覚
に

も
で
き
る
「
ま
ば
た
き
」
を
通
じ
て
、「

見
る
」
と
い
う

こ
と
に
興
味
が
あ
る
と
い
う
鈴
木
氏
は
、
パ
ラ
パ
ラ
マ
ン

ガ
を
使
っ
た
作
品
や
、
夜
の
公
園
で
動
い
て
い
な
い
遊
具

（
グロ

ー
ブ
ジ
ャ
ン
グ
ル
）
に
、
昼
間
に
撮
っ
た
、
同
じ

遊
具
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
映
像
を
映
し
出
す
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
作
品

映
像
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
作
品
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
思

考
の
移
り
変
わ
り
が
イ
ラ
ス
ト
ス
ケ
ッ
チ
で
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
た
。
視
覚
的
な
講
演
に
、学

生

ら
は
釘
付
け
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
チ
ベ
ッ
ト
の
問
題
を
映
し
出
し
た
話
題
作

「
チ
ベ
ッ
ト
・
チ
ベ
ッ
ト
」
の
映
画
監
督
、
キ
ム
・
ス
ン

ヨ
ン
氏
や
、
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
「
輝
く
未
来
」
の
主
宰

で、

振
付
師
で
あ
る
伊
藤
キ
ム
氏
ら
も
来
学
。
映
画
上
映

会
や
、
か
ら
だ
を
つ
か
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
た
プ
ログ

ラ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
参
加
し
た
学

生
は
じ
め
一
般
の
方
々
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
、
か
ら
だ
で
感
じ
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。
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「
ら
く
た
び
文
庫
」
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？ 

京都

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
書
店
で
平
積
み
さ

れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
。
ポ
ケ

ッ
ト
に
収
ま
る
文
庫
サ
イ
ズ
、５

０
０
円
と
い

う
手
頃
な
値
段
、
そ
し
て
、「京

の
庭
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

「京

の
お
豆
腐
」
「京都


穴
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
な
ど
、
こ

だ
わ
り
の
視
点
と
コ
ン
セ
プ
ト
で
人
気
の
京都


案
内
本
。
２
０
０
９
年
１
月
現
在
35
冊
が
発
行

さ
れ
て
い
る
。
人
文
学
部
の
卒
業
生
、
光
川
貴

浩
さ
ん
は
、
そ
の
「
ら
く
た
び
文
庫
」
の
編
集

部
で
働
い
て
い
る
編
集
ス
タ
ッ
フ
。
ら
く
た
び

文
庫
シ
リ
ー
ズ
を
中心

に
、
書
籍
の
企
画
・
編

集
を
手
が
け
る
。
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
な

が
ら
本
を
創
る
、
編
集
と
い
う
仕
事
に
大
き
な

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　

光
川
さ
ん
は
、大学


２
年
の
と
き
『
編
集
技

法
』
の
授
業
で
雑
誌
制
作
を
体
験
し
、
そ
の
講

師
の
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
今
の
仕
事
に
就
い

た
。
「大学


は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

ア
ル
バ
イ
ト
も
楽
し
か
っ
た
け
ど
、
自
転
車
部

に
も
入
っ
て
い
た
し
、
講
義
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
」
と
充
実
し
て
い
た
学
生
時
代
を
振
り
返
る
。

「
今
で
も
役
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
レ
ポ
ー
ト

や
レ
ジ
メ
の
書
き
方
を
細
か
く
指
導
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
ぼ
く
は
『
ス
ポ
ー
ツ
と
日
本
の
近
代
』

が
研
究
テ
ー
マ
で、

栗
巣
先
生
の
ゼ
ミ
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
も
の
す
ご
く
厳
し
か
っ
た
（
笑
）
。

読
む
人
を
念
頭
に
置
い
て
情
報
を
整
理
し
、
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
レ
ポ
ー
ト
と

本
の
編
集
は
似
て
い
る
ん
で
す
」
と
語
る
。

「
編
集
の
仕
事
は
企
画
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
ら
く
た
び
文
庫
の
場
合
は
、
88
ペ
ー
ジ
で

こ
の
小
さ
な
判
型
、
と
条
件
が
限
定
さ
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
ど
う
展
開
さ
せ
る
か
考
え
る
の

が
お
も
し
ろ
い
。
ゼ
ロ
か
ら
企
画
を
立
て
る
の

も
、
決
ま
っ
て
い
る
テ
ー
マ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
く
の
も
、
ど
ち
ら
も
楽
し
い
で
す
ね
」
。
ま
た
、

全
体
に
目
を
配
っ
て
調
整
を
し
な
が
ら
進
行
す

る
の
も
、
編
集
者
の
役
割
だ
。
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

カ
メ
ラ
マ
ン
、
ラ
イ
タ
ー
、
取
材
先
の
人
々
、

一
冊
の
本
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
も
ち

ろ
ん
何
よ
り
も
読
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
。
編
集
の
仕
事
を
始
め
て
４
年
目
の
光
川

さ
ん
は
、
や
り
た
い
こ
と
、
覚
え
た
い
こ
と
で

い
っ
ぱ
い
だ
と
目
を
輝
か
せ
た
。
「
紙
や
印
刷

の
知
識
な
ど
、
書
籍
や
雑
誌
の
ハ
ー
ド
面
の
こ

と
も
も
っ
と
勉
強
し
て
、
自
分
ら
し
い
テ
ー
マ

で
一
冊
で
も
多
く
の
ヒ
ッ
ト
本
を
作
り
た
い
」
。

活
躍
す
る
卒
業
生

人文学部  2006年度卒業  らくたび文庫編集部　光川貴浩さん

　

学
校
法
人
京都精華大学





の
理
事
お
よ
び
評
議
員

の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
次
期
理
事
お
よ
び
評
議

員
が
選
出
さ
れ
た
。
任
期
は
２
０
０
８
年
12
月
25
日

か
ら
２
０
１
１
年
12
月
24
日
ま
で
。
ま
た
、
12
月
25

日
に
開
催
さ
れ
た
学
園
理
事
会
で、

前
理
事
長
の
片

桐
充
（
中
尾
ハ
ジ
メ
）
氏
に
替
わ
り
、
赤
坂
博
氏
が

新
し
い
理
事
長
に
選
出
さ
れ
た
。

【
���



理
事
�】

理
事
長
││
│
│
│
│
│
│
│
赤
坂 

博
（
職
員
）

学
長
││
│
│
│

島
本 

浣
（
芸
術
学
部
教
授
）

【
�����





専
務
理
事
�】

上
々
手
良
夫
（
職
員
）

【
�����





常
務
理
事
�】

葉
山 

勉
（
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
）

石
田 

涼
（
職
員
）

【
���



理
事
�】

杉
本 

貞
彦

（
宝
ホ
ー
ル
�
�
�
�
�
�
�
�
�

デ
ィ
ン
�
�
�
�
�
�

グ
ス
�
�
�
�

㈱
�
�
�

参与

）

佐
藤 

茂
雄

（
京
阪
電
気
鉄
道
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

㈱
�
�
�
�
�
�
�
�
�

代表取締役




�
�
�
�

ＣＥＯ�


）

尾
池 

和
夫
（
前
京
都
大
学
総
長
）

安
村 

幸
駿
（
京
都
銀
行
特
別
顧
問
）

【
���



監
事
�】

﨑
間 

昌
一
郎
（
弁
護
士
）

位
�
�
ノ
�花 

俊
明

堂
山 

道
生

「らくたび文庫」は“京都をもっとディープに

楽しむための文庫判ビジュアルガイドブック”

として2007年3月に創刊された。

　

新
理
事
長
に
選
出
さ
れ
た
赤
坂
氏
は
京都精華大





学
（
当
時
は
京都精華



短
期
大学

）
の
第
１
期
生
。

１
９
６
８
年
４
月
、
美
術
科
・
絵
画
コ
ー
ス
に
入
学

し
、学

籍
番
号
は
１
番
だ
っ
た 

（
50
音
順
）
。
京都精



華大学


の
ス
タ
ー
ト
時
に
学
生
と
し
て
関
わ
り
、
卒

業
後
は
㈱
タ
カ
ラ
ブ
ネ
を
経
て
、
１
９
９
７
年
７
月

京都精華大学





に

転
職
（
就
職
課
職

員
）
。
大学

創
立

40
周
年
の
記
念
の

今
年
、
理
事
長
に

就
任
し
た
。

新
し
い
役
員
体
制
が
決
定　

赤
坂
博
氏
が
新
理
事
長
に

　

１
９
６
８
年
４
月
に
私
が
入
学
し
た
京都精華




短
期
大学

は
、
美
術
科
、
英
語
英
文
学
科
の
２
学

科
を
合
わ
せ
て
約
２
百
数
名
の
初
年
度
入
学
生
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
開
学
40
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

岡
本
清
一
初
代
学
長
の
「
自
由
自
治
」
「
人
間
形

成
」
「
凝
縮
教
育
」「
国
際
主
義
」
と
い
う
理
念
を

堅
持
し
、学

生
と
の
密
接
な
か
か
わ
り
を
保
つ
教

育
を
実
践
す
る
大学

と
し
て
評
価
を
い
た
だ
き
、

４
１
０
０
名
を
超
え
る
学
生
数
が
在
籍
す
る
大学


に
成
長
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
、大学


の
お
か
れ
て
い
る
環
境
は

非
常
に
厳
し
く
、京都精華大学






が
輝
く
大学

と

し
て
支
持
さ
れ
発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
人

材
を
育
成
す
る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
大学

の
果

た
す
べ
き
指
名
を
明
確
に
し
、大学


の
理
念
を
よ

り
鮮
明
に
し
た
教
育
へ
の
改
善
、
改
革
は
も
と
よ

り
大学

運
営
の
組
織
改
革
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

大学

発
展
の
た
め
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

理
事
長　

赤
坂 

博
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客
員
教
授
に
よ
る

特
別
講
義

本
学
は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
マ
ン
ガ
家
や
編
集
者
、
作
家
な
ど
多
彩
な
客
員
教
授
を
迎
え
て
い
る
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
生
の
声
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
、学

生
ら
は
自
分
だ
け
の
表
現
を
探
っ
て

い
る
。
こ
こ
に
、
２
０
０
８
年
度
後
期
に
行
わ
れ
た
客
員
教
授
の
授
業
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

　

代
々
、
西
ノ
丘
卿
の
棟
梁
の
家
系
で
あ
る
安
井
家
。

氏
は
棟
梁
と
し
て
、
桂
離
宮
を
は
じ
め
と
す
る
国
宝

如
庵
な
ど
国
宝
級
の
伝
統
建
築
の
修
復
を
数
多
く
手

が
け
て
き
た
。
そ
の

経
験
談
を
ま
じ
え
な

が
ら
、「京都


は
��

千
�年

前
の
建
築
が
学
べ
る

土
地
。
本
物
を
見
て

学
ぶ
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
語
り
か
け
た
。

安
井 

清
先
生

建
築
学
科
客
員
教
授

919
　

資
生
堂
「
ス
ー
パ
ー
マ
イ
ル
ド
」
、
�
����




富
士
���



フ
��

イ
�ル

ム
「
写
��

�
��

�
����



�

ル
ン
�
��

�
����



�

で
す
」
、
シ
ャ
ー
プ
「A

Q
U
O
S

」
な
ど
、

先
生
が
こ
れ
ま
で
手
が
け
て
き
た
�
�
�����





Ｃ
Ｍ�����






を
紹
介
し
な

が
ら
、
企
画
の
考
え

方
、
伝
え
方
、
映
像

と
こ
と
ば
の
合
わ
せ

方
な
ど
を
解
説
。
貴

重
な
制
作
現
場
の
話

に
、学

生
た
ち
は
真

剣
な
眼
差
し
で
聞
き

入
っ
て
い
た
。 黒

須
美
彦
先
生

デ
ザ
イ
ン
学
部
客
員
教
授

10
25

　

�
�
���������������














�

前
衛
的
な
映
像
作
品
を
手
が
け
て
き
た
氏
は
、

数
々
の
実
験
映
像
を
流
し
な
が
ら
、
そ
の
撮
影
技
術

を
ひ
と
つ
ず
つ
解
説
。
フ
ィ
ル
ム
を
紫
外
線
で
感
光

さ
せ
た
作
品
な
ど
、
視

覚
を
混
乱
さ
せ
る
よ
う

な
作
品
群
の
根
底
に

は
、「
人
間
が
普
段
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の

を
与
え
る
」
と
い
う
自

身
が
目
指
す
テ
ー
マ
が

あ
る
こ
と
を
語
っ
た
。

　

マ
ン
ガ
評
論
家
で
あ
る
呉
先
生
の
授
業
で
は
、
コ

マ
に
読
む
順
番
が
ふ
ら
れ
た
��

�
������






１
９
６
０
�����





年
代
の
マ
ン

ガ
や
、
新
し
い
表
現
方
法
が
現
わ
れ
た
節
目
の
作
品

な
ど
、
貴
重
な
資
料

の
数
々
を
紹
介
。
読

者
と
マ
ン
ガ
家
の
か

け
ひ
き
を
読
み
解
き
、

マ
ン
ガ
の
表
現
の
変

化
に
つ
い
て
、
熱
の

こ
も
っ
た
講
義
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

松
本
俊
夫
先
生

メ
デ
ィ
ア
造
形
学
科
客
員
教
授

11
19

呉 

智
英
先
生

マ
ン
ガ
学
部
客
員
教
授

11
27

　

マ
ン
ガ
編
集
者
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー

で
あ
る
中
野
先
生
。
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン

ス
な
ど
世
界
各
国
で
日
本
の
マ
ン
ガ
が
ど
の
よ
う
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
か
、
な
ぜ
人
気
な

の
か
を
講
義
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
マ
ン
ガ

市
場
や
ケ
ー
タ
イ
マ

ン
ガ
と
い
う
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
の
展
望
を

語
っ
た
。

中
野
晴
行
先
生

マ
ン
ガ
学
部
客
員
教
授

8 9
『J

I
N
―

仁―

』
で
有
名
な
マ
ン
ガ
家
、
村
上
も
と

か
先
生
の
授
業
を
受
講
す
る
に
は
、
期
日
ま
で
に
ネ

ー
ム
を
提
出
す
る
と
い
う
条
件
付
き
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
学
生
が
提
出
し
、
受
講
し
た
。
苦
手

な
フ
ォ
ル
ム
を
実
際
に
先
生
が
描
い
て
説
明
す
る
な

ど
、「

わ
か

り
や
す
い
」

と
学
生
ら
に

大
好
評
だ
っ

た
。

村
上
も
と
か
先
生

マ
ン
ガ
学
科
客
員
教
授

9 9

■
こ
ん
な
ゲ
ス
ト
も

　

客
員
教
授
以
外
に

も
、
著
名
な
ゲ
ス
ト
講

師
が
数
多
く
来
学
し
て

い
る
。

　

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ

ン
学
科
で
は
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
淀
川
テ
ク
ニ

ッ
ク
氏
、
の
び
ア
ニ
キ

氏
、
画
家
の
高
木
さ
え

こ
氏
、音

楽
家
の
高
木
正
勝
氏
が
教
壇
に
立
っ
た
。

さ
ら
に
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
宮
師
雄
一
氏

や
、
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
編
集
者
の
伊
藤
ガ
ビ

ン
氏
、大

手
企
業
の
宣
伝
部
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
顔

ぶ
れ
が
訪
れ
た
。

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
で
は
、「

科
学
忍
者
隊

ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
」
の
作
画
監
督
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア

ニ
メ
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
画
を
し
て
い
た
宮
本

貞
雄
氏
が
開
講
。
人
文
学
部
で
は
、「

日
本
語
リ
テ

ラ
シ
ー
」
の
授
業
で、

社
会
学
者
の
宮
台
真
司
氏

と
橋
爪
大
三
郎
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
た
ほ

か
、
世
界
的
な
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
演
奏
者
を
招
い
た
特
別

授
業
も
開
か
れ
た
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の

学
生
と
情
報
館
と
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
が
コ

ラ
ボ
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
る
企
画
な
ど
も
あ
り
、

業
界
の
プ
ロ
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
を
活
か
し
た
活

動
が
増
え
て
い
る
。

授業が終わった後も絵コンテを見せ

ながら学生の質問に答える宮本氏
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

京都精華大学ブログ「








s

e
i
k
a
-
s
e
k
a
i

」
が
昨
年
秋
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
日
常
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
を
レ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
大学

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か

ら
リ
ン
ク
さ
れ
て
����



�
�
�
�
�
�
�
����



い
���


�
�
�
�
�
�
�
����



ま
す
の
で、ぜひご覧下






さ
い
。　

　

ま
た
、
コ
ー
ス
ご
と
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
ブログ


も
、
各

学
部
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
リ
ン
ク
さ

れ
て
�����





い
����




ま
す
。
各

コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
が
よ
く
分

か
る
内
容
に
な
っ

て
����



�
�

い
���


�
�

ま
す
。
ぜひ


一
度
ご
閲
覧
く
だ

さ
い
。

木野通信　第47号　2009年1月20日発行

　

本
館
の
老
朽
化
に
と

も
な
う
建
替
工
事
に
よ

り
、
事
務
局
が
３
月
ま

で
対
峰
館
１
階
お
よ
び

明
窓
館
に
移
転
し
て
い

ま
す
。
郵
送
先
・
電
話

番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・

Ｅ
‐
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
等
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ご
訪
問
の
際
な
ど
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
皆

様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご

理
解
、ご

協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
新
し
い
本
館

は
３
月
竣
工
の
予
定
で
す
。

　

芸
術
学
部
と
芸
術
研
究
科
に
よ
る
卒
業
・
修
了

制
作
展
を
、京都


市
左
京
区
の
岡
崎
公
園
内
に
あ

る
、京都


市
美
術
館
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
学

生
た
ち
が
、学

び
の
集
大
成
で
あ
る
卒
業
制
作
を

発
表
し
ま
す
。
ぜひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

京都精華大学




　

卒
業
・
修
了
制
作
展
’08

会
期　

１
月
28
日
（
水
）
～
２
月
１
日
（
日
）

会
場　

京
都
市
美
術
館
本
館

※
市
バ
ス
「
京
都
会
館
美
術
館
前
」
下
車
す
ぐ
。

ま
た
は
地
下
鉄
東
西
線
「
東
山
駅
」
下
車
徒
歩

10
分
。

本
館
建
替
工
事
に
関
し
て　

今年��������������������������度�������������������������、創立40周年を迎えた京都精華大学。さまざまな周年

記念事業のイベントや出版物を計画・実施しています。卒業

生や在学生、教職員はもちろん本学に関わるすべての人々の

記憶に残るものをと考えています。つきましては、今後10年、

20年と続く展望を込め、ご寄付のご協力をお願いしています。

寄付金は一口一万円からとなっています。詳細に関しては「募

金要項」をお取り寄せください。この寄付金につきましては、

文部科学省から「特定公益増進法人であることの証明書」の

交付を受けていますので、所得から税金控除を受けることが

できます。

詳細のお問合せや募金要項のお取り寄せは、京都精華大学企

画室（075-702-5201）までお願いいたします。

創 立 40 周 年 記 念 事 業 に

関 す る 募 金 の お 願 い

大学ブログ「




s

e
i
k
a
-
s
e
k
a
i

」

毎
日
��

�

更
新
中

２
０
０
８
����



�
����������










年
度
芸
術
学
部　

卒
業
・
修
了
制
作
展

京都精華大学広報部広報課 〒606-8588 京都市左京区岩倉木野町137　TEL 075-702-5197　http://www.kyoto-seika.ac.jp

木野通信送付先住所の変更は企画室・木野会事務局 kinokai@kyoto-seika.ac.jpまでご連絡ください。

２
０
０
８
年
度
学
位
記
授
与
式

日
時
…
３
月
20
日
（
金
・
春
分
の
日
）

　
　
　

９
時
30
分
開
場
／
10
時
開
式

場
所
…
本
学
体
育
館

※
地
下
鉄
「
国
際
会
館
駅
」
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

２
０
０
９
年
度
入
学
式

日
時
…
４
月
１
日
（
水
）

　
　
　

９
時
開
場
／
10
時
30
分
開
式

場
所
…
国
立
京
都
国
際
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

※
地
下
鉄
「
国
際
会
館
駅
」
か
ら
徒
歩
５
分
。

お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

卒
業
式
・
入
学
式
の
ご
案
内

http://seika-sekai.jp


